
新型インフルエンザ検疫対応の経験

仙台検疫所仙台空港検疫所支所
小野 日出麿



発生国からの来航者及びその他の来航者

海外感染症情報等では減
らない来航者。５月５日か
らは増便らは増便



成田空港における
時間帯別到着予定機数時間帯別到着予定機数
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ブース検疫

 ブース検疫をどんなに迅速にしても多く
の人が滞留の人が滞留

 機内検疫対象便乗客とその他便乗客が混
じる
「感染リスクが高くなる」「感染リスクが高くなる」

 エスカレータまで並ぶ
「安全上のリスクが高くなる」



健康監視健康 視

件 数

総 数総 数 117,553

１日平均 4,898

１日最多 8,075

（H21.4.28～5.21）

回収した回収した
第三国経由質問票



応援者への説明資料
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質問票 健康カ ドについて質問票・健康カードについて

質問票は 度重なる変更があ た・質問票は、度重なる変更があった。
・その都度大量印刷対応が必要となった

・連休終了まで印刷業者に発注できなかった
・コピー機（検疫課・総務課・検査課）で対応

・１日４万枚以上必要
・さらに航空機に積込むためには、４５万枚程度必要

・経費を理由に積み込みに協力しない航空会社があった

・回収した大量の質問票の保管場所がない・回収した大量の質問票の保管場所がない



成田空港で発見された新型インフルエンザ患者成田空港で発見された新型インフル ンザ患者

月日 発航地 人数 濃厚接触者数
（ 者 限る）

特記事項
（入国者に限る）

5月8日 米国
ﾃﾞﾄﾛｲﾄ

３ ４９
（停留）

患者３名は同一旅程でカナダ
に滞在、停留期間を１０日か

短縮ら７日に短縮

5月21日 米国
ｼｶｺﾞ

１ １１
（停留→健康監視）

トランジット者、２２日の運用
指針改定により停留解除

5月24日 カナダ
ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ

１ ３
（健康監視）

5月25日 米国 ２ １６ 患者２名は家族5月25日 米国
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ

２ １６
（健康監視）

患者２名は家族

6月9日 カナダ
ﾄ ﾄ

２ ３２
（健康監視）

患者２名は同一旅程
ﾄﾛﾝﾄ （健康監視）

5月8日のケースでは濃厚接触者（同行者）から5月9日に新型インフルエンザの
患者が1名発生患者が1名発生



成田空港で発見されたその他のキット陽性者成田空港で発見されたその他のキット陽性者

月日 発航地 人数 結果月日 発航地 人数 結果

4月30日 米国・ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ １ H3(+)

5月4日 米国・ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ １ H1(+)SWH1(-)

5月26日 米国・ﾎﾉﾙﾙ １ H3(+)5月26日 米国 ﾎﾉﾙﾙ １ H3(+)

6月4日 米国・ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ １ H1(+)SWH1(-)

6月7日 米国・ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ １ H1(+)SWH1(-)

6月10日 米国・ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ １ H3(+)6月10日 米国 ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ １ H3(+)

6月14日 米国・ﾎﾉﾙﾙ １ H3(+)



新型インフルエンザ対応上の問題

１.ガイドラインと実際の対応の違い
渡航自粛どころか増便（５月５日より）

２．発生国指定の根拠、基準が不明確
（患者発生国・地域が増加しても新たな指定は無く、検疫所間で対応に差）

３.健康状態質問票の種類が多く煩雑、航空会社への徹底が困難。

４.他国の対応との違い

５.航空会社・旅客に関する問題

・機内検疫に時間を要するために生じた問題

①乗り継ぎ客 ②機材繰り ③人権上の問題

・明告書・乗客リストの正確さ

・クルーの問題

・機内検疫時に症状を訴えず検疫終了後に、健康相談室で
症状を訴える乗客や協力的で無い乗客の存在症状を訴 る乗客 協力 無 乗客 存在

・言語の問題



新型インフルエンザ対応上の問題新型イン ル ンザ対応 問題
１）準備期間の不足

検疫対応人員の不足検疫対 員 不足

健康状態質問票・健康カード（日本に入国・帰国される方へ）等の物品の準備

関係機関への説明・協議関係機関 説明 協議

未定のもの

トランジット客の扱い

一時待機・隔離・停留の際の荷物の税関検査

隔離指示書等の各種書類様式

２）国内発生後の問題

患者隔離・隔離解除（退院）基準に関する事

新型インフルエンザが国内に入ったことへの非難への対応

渡航歴有りの国内発生患者に関する事

目処が立たない事への苛立ち（航空会社・関係機関）


